
戦国の上州を駆け抜けた

中之条町歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
令和 6年度 第 2回企画展

真田忍者
T h e  R e a l  N i n j a

戦国時代に活躍した真田忍者
戦国時代になると戦闘が大型化し、新しい戦力や兵器が必要とされるようになっ
た。敵情を素早く把握して作戦を有利に導くことは戦勝の要諦であり、信州や上
州の山問部に拠点をおく真田氏は鉄砲に加えて忍びによる情報戦を重視した。血
で血を洗う戦国の世で、武田、上杉、北条という大名、そして織田、徳川、豊臣
という天下人のはざまで、真田氏はその身を守り生き抜いた。そして山伏や地侍
らが陰で真田を支え、有利に情報戦を展開したことを、吾妻の歴史は教えている。

１．企画展講演会
四代目玉田玉秀斎　講談「吾妻真田忍記」
・日時　9月 16日（月・祝）　10:00 ～　
・会場　道の駅「霊山たけやま」２F集会室
・定員　60名（予約制、無料）
2．狼煙伝達イベント
・日時　10月 12日（土）13:00 〜
・内容　戦国時代の狼煙伝達を再現
3．徒歩伝達イベント
・日時　11月 2日（土）10:00 ～
・会場　�博物館「ミュゼ」～道の駅「霊山たけやま」
・内容　オリエンテーリング

真田忍者フェスタ

展示構成（前期・後期で展示替えがあります）

１．修験道と忍者

３．�猿飛佐助モデル
になった実在の
忍者

４．忍術書と忍者の武器

５．戦国の隠し湯
　 上州三名湯　
　 ～草津・四万・伊香保～

２．真田忍軍の上州進出

修験道場 不動滝（東吾妻町） 真田忍者道（協力：九度山・真田ミュージアム）

講談本　猿飛佐助（個人蔵） 真田火術秘伝（個人蔵）　忍具（当館蔵）

日向見薬師堂（中之条町四万）　湯畑（草津温泉）

　吾妻は修験道が盛んな地域であった。修験
者は永い間住民と深い関係をもち、その教化
のみならず、医療・呪術は申すに及ばず、深
く農民生活のなかにとけこみ、戦時には諜
報、文筆、その他の面においても幅広く活動
していた。

　講談真田十勇士の主役で少年
忍者の猿飛佐助の物語はフィク
ションだが、吾妻衆忍者の唐沢
玄蕃・横谷左近をモデルにした
という説がある。唐沢家（群馬
県中之条町）と横谷家（長野県
上田市）には、それを裏付ける
ような文献や武器などが伝わっ
ている。

　真田幸村が活躍した大坂の陣は鉄砲と忍者の
戦であった。そこに参戦した吾妻の侍のなかに
は火術や忍びで褒賞を得た者もいた。今回の展
示会では真田氏による忍術書や、国内各地に残
る忍びに使われた武器などを紹介する。

　草津温泉は武田信玄の隠し湯のひとつで
ある。温泉は戦傷者を癒す野戦病院の役目
を果たしていた。信玄が亡くなると、その
遺志を継いだ真田昌幸は四万温泉、伊香保
温泉の道路、石段などを修復し、湯守を任
命して復興に尽力した。

　真田幸隆・昌幸は岩櫃城攻防戦、嵩山合戦で調
略により上杉勢を撃破。後の北条軍との激戦でも
忍者が暗躍した。

4．オープンカフェ
・日時　11月 2日（土）～ 4日（月）
　　　   10:00 ～ 15:00
・会場　博物館「ミュゼ」の駐車場
・内容　�オープンカフェと街中オリエンテー

ション　　
5．真田忍者・観光シンポジウム
・日時　12月 7日（土）13:30 ～ 15:00
・会場　つむじホール　
・定員 40名（事前予約、無料）
※詳細は「ミュゼ」HPをご覧ください


